[bookmark: _Hlk26275781]様式1-1　
	[bookmark: OLE_LINK1][bookmark: OLE_LINK2][bookmark: OLE_LINK3]
事前申請書
20yy年mm月dd日
ISMAP運用支援機関　宛
申請者住所
申請者名：
代表者役職名：
代表者名：

　下記のクラウドサービスにつきまして、政府情報システムのためのセキュリティ評価制度（ISMAP）におけるISMAP-LIUクラウドサービスリストへの登録を希望するため、ISMAP-LIUクラウドサービス登録規則3.1に基づき、当該規定において定める文書を添付して事前申請致します。
　

記

	ｸﾗｳﾄﾞｻｰﾋﾞｽ
	名称
	

	
	URL
	

	
	概要
	クラウドサービスの概要、システム概要及び対象範囲を別添1に記載する。

	
	特記事項
	事前申請する上で特記すべき事項がある場合には、その旨及び内容を記載する。

	クラウド
サービス
事業者
	社名
	

	
	住所
	

	
	法人番号
	

	
	概要
	クラウドサービス事業者の概要を別添1に記載する。

	連絡先
（書類郵送含む）
	担当者氏名
	
	部署名/役職名
	

	
	e-mail
	
	電話
	

	
	郵便番号
	

	
	住所
	



備考
　１　用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。



（様式1-1 記載例）　
	
事前申請書
20yy年mm月dd日
ISMAP運用支援機関　宛
申請者住所
申請者名：
代表者役職名：
代表者名：

[bookmark: _GoBack]下記のクラウドサービスにつきまして、政府情報システムのためのセキュリティ評価制度（ISMAP）におけるISMAP-LIUクラウドサービスリストへの登録を希望するため、ISMAP-LIUクラウドサービス登録規則3.1に基づき、当該規定において定める文書を添付して事前申請致します。
　
記

	ｸﾗｳﾄﾞｻｰﾋﾞｽ
	名称
	ＸＸクラウドサービス

	
	URL
	XXXXX.YYYYYY

	
	概要
	クラウドサービスの概要、システム概要及び対象範囲を別添1に記載する。

	
	特記事項
	事前申請する上で特記すべき事項がある場合には、その旨及び内容を記載する。

	クラウド
サービス
事業者
	社名
	

	
	住所
	

	
	法人番号
	

	
	概要
	クラウドサービス事業者の概要を別添1に記載する。

	連絡先
（書類郵送含む）
	担当者氏名
	
	部署名/役職名
	

	
	e-mail
	
	電話
	

	
	郵便番号
	

	
	住所
	



備考
　１　用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。


様式1-1 別添1

クラウドサービスの概要

· クラウドサービス事業者の概要
	クラウドサービス事業者の概要を記載する。





· 本申請書の対象となるクラウドサービスの概要
	本申請書の対象となるクラウドサービスの範囲を記載する。
一つのクラウドサービス名称であっても、その傘下に複数のサービスがある場合等、どのサービスを対象にしているのか具体的に記載する。
また、この申請の対象外となるサービスを利用してここに記載するサービスを提供している場合(例えば、SaaS事業者で、基盤部分を他社が提供するクラウドサービスを利用している場合)、その範囲及び利用しているサービスを明示し、申請書の対象外になる旨記載をする。
また、対象となるリージョン[footnoteRef:1]を記載する[footnoteRef:2]。 [1:  クラウドサービスを提供する情報処理設備を収容するデータセンターが設置されている独立した地域。]  [2:  本申請書の対象となるクラウドサービスにおいて、ユーザが選択できる全てのリージョンを記載すること。その際、リージョンは国以下の単位で記載すること。また、データの処理等において記載したリージョン以外のリージョンで処理等が行われる場合には、その旨も記載を行うこと。] 





· 本申請書の対象となるクラウドサービスのシステム概要と対象範囲
	本申請書の対象となるクラウドサービスを含むシステム概要と対象範囲は以下の通りです。







（別添1の記載例）

クラウドサービスの概要

· クラウドサービス事業者の概要
	クラウドサービス事業者の概要を記載する。





· 本申請書の対象となるクラウドサービスの概要
	本申請書の対象となるクラウドサービスには、以下のサービスが含まれる。
	サービス名
	概要
	補足説明

	aaaaaa
	翻訳サービスの提供
	プラットフォームはXXX社のクラウドサービスYYY（台帳記載No.999999）を利用して提供しており、本申請書の対象外となる



本申請書の対象となるクラウドサービスにおいて、ユーザが選択できるリージョンは以下である。
	・AAAリージョン
	・BBBリージョン
	・CCCリージョン

	・DDDリージョン
	・EEEリージョン
	・FFFリージョン






· 本申請書の対象となるクラウドサービスのシステム概要と対象範囲
	本申請書の対象となるクラウドサービスを含むシステム概要と対象範囲は以下の通りです。（※例えば下に示したような図を用いて、基盤となるサービスとの境界、利用者との責任分界を説明することが望ましい。）
[image: ]
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